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＜イベントレポート＞ 

2017 年 4月 18 日 

Ｊ．フロント リテイリング株式会社 

森ビル株式会社 

  L キャタルトン リアルエステート 

住友商事株式会社 

GINZA SIX リテールマネジメント株式会社(4 社出資会社) 

 
 

東京・銀座エリア最大規模の複合商業施設「GINZA SIX」 
4 月 17 日（月）に各界からご来賓を迎え、オープニングセレモニーを開催 

～ 内閣総理大臣 安倍晋三様、東京都知事 小池百合子様ほか、約 600 名のご来賓が出席 ～ 
 

 

Ｊ.フロント リテイリング株式会社、森ビル株式会社、L キャタルトン リアルエステート、住友商事株式会社の4社が設立した

GINZA SIXリテールマネジメント株式会社は、2017年4月20日（木）に銀座エリア最大の複合商業施設「GINZA SIX（ギンザ シッ

クス）」を開業します。開業に先駆け、4月17日（月）18時より、GINZA SIXにてオープニングセレモニーを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

セレモニーには、内閣総理大臣 安倍晋三様、東京都知事 小池百合子様ほか、約600名のご来賓に出席いただき、皆様を前

に4社代表が挨拶いたしました。※挨拶全文は、次頁以降をご参照ください。 

 

事業者代表 挨拶①： 森ビル株式会社 代表取締役社長 辻慎吾 

「銀座」の価値を消費するのではなく、銀座に新たな価値と歴史を加えたい、銀座を「世界のGINZA」に進化させたい。

GINZA SIXが銀座のみならず、東京、日本の強い磁力となることを目指して、さまざまな挑戦をしてまいります。 

 

事業者代表 挨拶②：  Ｊ．フロント リテイリング株式会社 代表取締役社長 山本良一 

（４社の）異分子の結合により、GINZA SIXの構想が膨らみ、世界に通用する、日本に類を見ない商業施設をつくることができました。

10年先も20年先も、銀座の街から、日本中、世界中のお客様から求められ続ける存在であるために、GINZA SIXは進化し続けます。 

 

事業者代表 謝辞： 住友商事株式会社 代表取締役社長 中村邦晴 

このGINZA SIXプロジェクトが開業に至るまでに、大変多くの皆さまにご協力ならびにご尽力賜りました。厚く御礼を申し上げる

とともに「世界のGINZA SIX」を実現することで銀座や日本のますますの発展に貢献してまいります。 

 

4月20日（木）の開業まであと2日。銀座に新たな磁力と歴史を創り出すGINZA SIXに、皆様ご期待ください。 

 

 

 

 

 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞ 

GINZA SIX PR 事務局 （株式会社サニーサイドアップ内） 担当： 鈴木隆仁、岩崎彩加、澤井亨 

TEL:  03-6894-3200  FAX:  03-5413-3050  E‐MAIL： ginzasix_pr@ssu.co.jp  HP： http://ginza6.tokyo/ 

mailto:ginzasix_pr@ssu.co.jp
http://ginza6.tokyo/
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＜別紙＞ コメント全文 

 

■事業者代表挨拶① 

森ビル株式会社 代表取締役社長 辻慎吾 

 

私は今、さまざまな感情に包まれております。 

銀座の歴史に残る、画期的なプロジェクトに関わらせていただいた感謝。今、この大事なタイミングでオープンを迎えら

れる喜び。そして、GINZA SIX に対する皆様のご期待を肌で感じ、身が引き締まるような責任を感じています。 

 

私たちは、すでに立派な骨格を備え、歴史と品格を持つ銀座において、２つの街区を合わせて再開発する、という

困難な道を選びました。それは、「銀座」の価値を消費するのではなく、銀座に新たな価値と歴史を加えたい、銀座

を「世界のGINZA」に進化させたい、と考えたからです。 

 

その結果、圧倒的なスケールの複合施設が実現でき、世界のブランドがそれぞれの世界観を展開できる商業空間に

加え、オフィスや観世能楽堂、屋上庭園、観光センターや防災拠点としての機能も組み込むことが出来ました。 

 

再開発事業自体も大きな挑戦でしたが、今日から、新たな挑戦が始まります。GINZA SIX の持つポテンシャルを、最高

の形で開花させるための挑戦です。 

 

世界の人々を東京、銀座に惹き付けるだけでなく、人々の心をつかみ、何度も訪れたくなるような体験。日本をリスペク

トするような感動。そして、GINZA SIX が銀座のみならず、東京、日本の強い磁力となることを目指して、さまざまな挑戦

をしてまいります。 

 

冒頭、ご覧いただいた映像と楽曲は、椎名林檎さんやトータス松本さんらに創っていただきました。どんな言葉を重ね

るよりも鮮やかに、銀座の街と GINZA SIX に込めた想いを描き出してくれたと思います。 

そして、吹き抜け空間に浮かぶ巨大なアートは、草間彌生さんがGINZA SIX のために制作してくださいました。 

 

多彩な才能と、磁力ある街や場が出会ったとき、思いもかけない面白いものが生まれます。東京、そして日本には、こう

した街や場がもっともっと必要です。 

 

2020 年には東京オリンピック・パラリンピックが開かれます。日本の技術力や文化、ホスピタリティ、そして都市力を世界

に見せつける最高のチャンスです。 

 

私ども 4 社は、この一翼を担うべく、テナントの皆様、関係者の皆様と協働、創発し、ここ GINZA SIX から世界へ、新た

な価値を発信してまいります。 

 

銀座を「世界のGINZAに」。 

GINZA SIX にご期待ください。 
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■事業者代表挨拶② 

Ｊ．フロント リテイリング株式会社 代表取締役社長 山本良一 

 

本日は、こんなにも大勢の方々にご列席を賜り、感無量です。 

ついに、この日を迎えることができました。これまでご支援くださいました皆様に、心より、お礼を申し上げます。 

 

今回のプロジェクトを通じ、私が身にしみて感じたことが２つあります。 

１つは、「異分子の結合が、ケタ違いの成果を生む」ということです。異なるＤＮＡを持つ４社が、それぞれの発想、知見、ノウハ

ウを掛け合わせることで、私たちの構想はどんどん膨らみ、GINZA SIXのクオリティはどんどん高まっていきました。その結果、

世界に通用する、日本に類を見ない商業施設をつくることができたと自負しております。 

 

もう一つ、痛切に感じたのが「銀座という街のすごさ」です。テナントの皆様の、「ぜひ銀座に出店したい」、「いつの時代も革新

性を求めてきた銀座で、新しいことに挑戦したい」という意気込みに触れ、商業地の頂点に立つ銀座の威力を思い知らされま

した。GINZA SIXに出店していただくブランドは、半数以上がフラッグシップショップで、新業態に挑戦するショップも数多くあり

ます。そこには、破格の資金、人材、商品が投入され、リスクを取ってでも銀座の無限の可能性に挑むという、ひとかたならぬ

決意がうかがえます。 

 

そのようなテナントの皆様と、私ども４社が思いを一つにして、「Life At Its Best＝最高に満たされたくらし」を体現する商業施設

の創造に取り組んでまいりました。その挑戦は、何ものにも替え難い貴重な経験となりました。そして今、「私たちの力を出し切

った結果が、このGINZA SIXです！」と胸を張って申し上げます。 

 

しかし、晴れがましい気持ちでいっぱいのこの時でさえ…いえ、この時だからこそ、ここで立ち止まってはならないと、さらなる

挑戦に向けて覚悟を新たにしております。商業施設は、オープンした瞬間から陳腐化が始まるという宿命を背負っています。

ですから、私たちは決して足をとめることはありません。お客様のライフスタイル、価値観が刻一刻と変化する中、「最高に満た

された暮らしとは何なのか」を常に問い続けます。そして、その時、その時の「ベストな答え」をこのGINZA SIXで体現し続けま

す。それが、GINZA SIXを応援してくださる皆様に報いる唯一の道だからです。 

 

10年先も、20年先も、銀座の街から、日本中、世界中のお客様から求められ続ける存在であるために、GINZA SIXは進化し続

けることを、ここにお約束いたします。 
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■事業者代表謝辞  

住友商事株式会社 代表取締役社長 中村邦晴 

 

このGINZA SIXプロジェクトが開業に至るまでには、大変多くの皆さまにご協力ならびにご尽力賜りました。 

 

多くの場面で多大なるご指導、ご支援をいただきました国土交通省はじめ諸官庁、東京都、中央区等の行政機関の皆

さま方、新しく誕生するGINZA SIXを温かく迎え入れていただいた銀座連合会をはじめとする銀座の街の皆さま、銀座

の街に見事なまでに調和のとれた建物を設計いただいた谷口吉生先生、優雅かつ繊細な商業環境をデザインいただ

いたグエナエル・ニコラ様、そして、建設工事を、厳しい工程の中、持てる力をフルに発揮し、完遂いただいた鹿島建

設様など、ここでは紹介しきれませんが、本当に多くの方々のご支援を賜り、今日(こんにち)を迎えることができました。 

 

銀座の街で最大規模の開発を任せていただいた責任を胸に、４社の英知を結集し、丹精を込めてつくり上げてきた

GINZA SIXは、「世界のGINZA」として、世界に誇れるものになりました。ぜひ、この後の内覧パーティーで皆さまにご覧

いただきたいと存じます。 

 

最後になりますが、GINZA SIXは、３日後の4月20日にスタートラインに立ちます。 

今後とも皆さまのご愛顧、ご支援を賜りながら「世界のGINZA」を実現することで銀座や日本の益々の発展に貢献して

いく、という決意をもって、4社を代表しての御礼に代えさせていただきます。 

 


